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1.研究の背景・目的	 

近年、住民が集まれる場所の不足という状況の下、コ

ミュニティカフェのような住民がボランティアで運営を

行う施設が増えてきている。さらにそういった場所では、

様々な活動が行われることによって、１つの場所でいく

つもの「場」が展開されるようになってきている。千里

ニュータウン（以下、千里 NT）の「コラボひろば」もそ
ういった施設の 1 つである。ここではコミュニティカフ
ェであるコラボカフェ横に多目的スペースが併設されて

おり、これらを一体として利用することが出来る。また

千里近辺のみでなく、幅広い地域のボランティア、NPO
経験者が集まる事で様々な「場」が展開されている。 
	 そこで、本研究では、「コラボひろば」を運営者側から

調査することで、千里 NT において現在住民にどのような
場が必要とされてきているのかを明らかにすることを目

的とする。 

2.調査対象地	 

	 本研究では、千里 NT 中欧地区に 2008 年に開館した千
里文化センター「コラボ」（以下コラボ）のメインエント

ランス脇に設けられている「コラボひろば」を対象とし

た。「コラボひろば」は、コラボの建て替え計画への住民

の積極的な参加により設けられることとなり、2010 年 4t
月 6 日にオープンした。現在は豊中市に寄る資金援助の
下、住民主体で運営しており、ボランティアに対してコ

ラボカフェのみで使える地域通貨である「コラボ通過」

が支給されている。 

	 

3.調査方法	 

	 コラボひろばで活動している住民がどのような経緯で

活動を始め、どの様な場所を必要としているのかを明ら

かにするため、2012 年 6 月〜11 月の間、主となって活動
している住民 9 名へのインタビューを行った。また、
2012 年 11 月 15 日〜12 月 7 日の間、その他ボランティア
の方々にもコラボひろばでの活動に関するアンケートを

実施し、50 名中 22 名分の有効回答を得た。同時に不足情
報を補うため、現地での聞き込み調査も同時に行った。

それぞれの質問項目をまとめたものを表 1に示す。 
①	 代表者 9名へのインタビュー(40 代女性 3名,60 代男性 6名)	 

・	 住民活動を始めた経緯 
・	 現在コラボひろばにおいて担当している活動の概要・経緯 
・	 今後の方針 
②	 ボランティアの方々へのアンケート、聞き込み調査	 

・	 年齢・活動・住まい	 	 ・活動内容・活動頻度 
・	 活動を始めたきっかけ・理由	 	 ・活動を通して感じたこと 
表 1.インタビュー、アンケート内容 

4.住民ボランティアの内訳 
 アンケートより、回答の得られた 22 名中 4 名が豊中市
外から訪れていると答えた。また聞き込み調査において

大阪市内からボランティアへ訪れているという意見もう

かがう事が出来、千里に限らず、幅広い地域の住民の活

動拠点となっていることが分かった。 
	 また、年齢について見てみると、大きく 30~40 代と
60~70 代の 2 つの世代に分けられる。そのため、様々な価
値観を持つ人達が一緒になって活動する様な場所となっ

ている。 
5.住民発意による「場」(図 2)	 

	 コラボひろばで行われている活動は、全て 1 人、もし

くは数名の住民による発意を契機として行われている。

発意のきっかけは、住民同士の会話、その他の活動を通

して感じたことなど様々である。また、豊中市がそれら

の発意についてほとんど意見する事なく、あくまでサポ

ートする立場として関わっているために、コラボひろば

では、公共施設内であるにもかかわらず住民が発意した

内容がそのまま実現する形がとられている。つまり、発

意そのものは後述する様な単純な内容でありながら必要

に迫られたものであり、それらを具体化するプロセスに

おいて秀でたコミュニティが形成されていると言える。	 

	 また様々な背景を持つ人それぞれが提案した「場」が

コミュニティ施設	 まちづくり	 住民活動	 

	 	 	 

図 1.千里文化センター2階平面図 
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図 3.コラボサポーターになったきっかけ 

同じ場所で展開されることで、コラボひろばは様々な人

に対応した柔軟な場所となっている。	 

	 そのため、活動内容も年々増えてきており、多様化し

ている。今後も様々な背景を持った意欲的なボランティ

アの増加に伴って増えていくことが期待される。	 
活動タイトル	 開始時期	 開始のきっ

かけ・理由	 

活動内容	 活動時間	 利用者	 

コラボ大学校	 

	 

2010 年 4 月	 

	 

公民館で定

期的に行わ

れていた公

演の減少	 

	 

ボランティ

アで講師を

募り、講演

を行っても

らう	 

	 

毎月第 2

土 曜 日	 

14:00 〜

16:15	 

	 

50 人程度	 

	 

多文化カフェ	 

	 

2010 年 4 月	 

	 

以前までの

他の場所で

行っていた

国際活動の

延長	 

外国の方を

講師に招い

て現地での

生活や文化

を聞く	 

毎月第 3

火 曜 日	 

10:00 〜

12:00	 

	 

10 名程度	 

	 

絵本カフェ	 

	 

2010 年 4 月	 

	 

身近な場所

にも絵本カ

フェが欲し

い	 

実行委員や

図書館の司

書がテーマ

に沿った読

み聞かせを

行う	 

毎月第 1

金 曜 日	 

10:00 〜

12:00	 

	 

10 名程度	 

	 

ラウンドテー

ブル	 

	 

2010 年 5 月	 

	 

千里全体で

の集まりが

無い	 

地域で行っ

ている活動

事例等を披

露しあう	 

隔月第 4

土 曜 日	 	 

14:00 〜

16:00	 

15 名程度	 

	 

まちあるき	 

	 

2011 年 3 月	 

	 

道を尋ねて

くる人の出

現	 

	 

千里の街を

様々な説明

を受けなが

ら歩いてま

ちの魅力を

再発見して

もらう	 

不定期	 

	 

15 名程度	 

	 

ボランティア

応援コーナー	 

	 

2011 年 4 月	 

	 

今までの活

動で得た情

報やつなが

りを伝えた

い	 

	 

何か始めた

いが何から

手をつけっ

たらいいか

分からない

人への情報

提供	 

毎 月 第

2・第 4 火

曜 日	 

14:00 〜

16:00	 

	 

2〜3 名程度	 

	 

コラボ談話室	 

	 

2011 年 4 月	 

	 

住民ともっ

とフランク

に話せる場

が欲しい	 

	 

15 分間の話

題 提 供 の

後、その内

容について

参加者で話

し合う	 

毎月第 1

土 曜 日	 

10:00 〜

12:00	 

	 

15 名程度	 

	 

転勤族カフェ	 

	 

2012 年 4 月	 

	 

新規入居者

の集まる場

所が無い	 

転勤族なら

ではの悩み

等自由に話

し合う	 

毎月第 3

金 曜 日	 

10:00 〜

12:00	 

10 名程度	 

	 

表 2.コラボひろばで主に展開されている「場」	 

6.特徴的な「場」	 

	 コラボひろばで展開されている中で、特徴的な「場」

として 2つを取り上げる。 
	 転勤族カフェは、千里において転勤族の居場所がない

として、コラボひろばで活動していた新規入居者 3 名が
提案し、2012 年 4 月から開始された。内容は転勤族なら
ではの悩み、不安等の「相談」、また引っ越して来たばか

りの人には、住民ならではの地域情報の伝達も行ってい

る。この活動が始まってから 1 年未満であるが、その期
間中に多くの住民が、コラボサポーターとなってボラン

ティア活動を始めている(図 3)。転勤族カフェの代表者の
方へのインタビューによると、その内訳のほとんどが 30
〜40 代の主婦の方々であることが明らかになった。さら
に現地調査の中で、転勤族カフェに訪れた方がコラボひ

ろばで行われている他の活動に参加するなどの行動が見

られ、コラボひろばが新規入居者の居場所になりつつあ

ることが推測される。 
	 コラボ談話

室は、千里に

いる様々な経

験・知識を持

った住民の	 

意見を聞きた

いとして 2011

年の 5 月から始

まった活動である。参加した市民の方に話題を提供して

もらい、その内容について参加者で語り合うことを行っ

ている。この中では、多世代の住民が議論し、お互いの

価値観を擦り合わせるといった「対話」が行われている。

そこで得た様々な意見は、新たに活動を進めていく上で

の参考として用いられており、多くの意見が必要とされ

るまちづくりにおいて、なくてはならない場となってい

る。	 

7.まとめ	 

 コラボひろばでは、従来のコミュニティカフェで展開さ
れてきた様な、日常会話である「雑話」に加えて、様々

な「相談」事業やコラボ談話室のような「対話」の場が

現れてきている。そして、そのような「場」が設けられ

ることで、今までそういった住民活動に関わってこなか

った人たちが活動を始めるきっかけとなる場所に、また、

活動に意欲的な人が話し合う場所となっている。 
 また、コラボひろばでは、様々な背景を持った人たちが
協力することで、少しずつ周りの人を巻き込みながら

様々な「場」が展開されている。そして、活動を行って

いく中で現れて来た意見によって、その数も徐々に増え

てきている。今後、さらに多くの住民が関わることによ

って、より多くの様々な住民の生活に即した「場」が展

開されていくことに期待する。 

【謝辞】調査にご協力いただきました千里文化センター市民実行委員会、コラボサポーター、
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